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学年便り 12 号 令和３年 ６月 25日（金）発行 

練馬区立谷原中学校 第２学年 

  日付 朝読書 授業 主な予定 給食 

28 日(月) 〇 ①～⑥授業 ①学活『席替え』  ⑤⑥人権啓発講話 〇 

29 日(火) 〇 ①～⑥授業  〇 

30 日(水) 〇 ①～⑤授業 ⑤総合『進路学習』（タブレット PC 使用） 〇 

1 日(木) 〇 ①～⑥授業 ⑤⑥総合『服の力プロジェクト』（講演） 〇 

2 日(金) 〇 ①～⑥授業  〇 

 ２４日（木）６校時に“第 3回合同学活”が行われました。第１回、第２回と同様に、学年委員会が

レクリエーションを計画・進行しました。今回はクラス対抗≪借り人競争≫です。まず、各クラス１０人

の代表者が１人ずつお題のある机まで走っていきます。くじを引き、クラスの中からお題にあった人を連

れてゴールを目指すというレクリエーションです。たとえば、「陸上部の人」「腕時計をしている人」

「ジャージを着ている人」などさまざまなお題が用意されていました。 

 後半は、悪天候のため武道場に移動し、生徒会本部役員・生活委員会から身だしなみについて話があり

ました。夏服になり、もう一度服装を見直そうという取り組みです。標準服とジャージ着用時の乱れた例

を紹介し、正しい着こなしを再確認しました。 

6月 28日（月）～７月 2日（金）の予定 

〈人権啓発講話に向けて〉 

６月２８日（月）の５、６校時に、

人権啓発講話が予定されています。事

前学習のため、２４日（木）の朝学習

で、「戦争や平和」「部落差別」「外

国人の人権」など様々な人権問題につ

いてタブレットパソコンで調べ学習を

行いました。  

合 同 活 学 の 様 子 

合同学活コラム ～自分の行動は自分で決めている？～ 

私たちは、日々様々な選択をしながら生活しています。それは、

≪自分の行動を自分で決めている≫と言い換えることができます。 

 例えば、教室で大きな声を出して、先生や友達に注意されたとし

ます。その時、「なぜ自分だけ？ほかの人も…」と思うか、「どう

して注意されたのだろう」と思うかで全く捉え方が違ってきます。

〈なぜ〉と考えることによって問題に対して当事者意識をもつこと

ができるのです。当事者意識とは、問題を自分に置き換えて考える

ことです。「大きな声を出したら周りに迷惑をかけてしまう」と考

えることはできますか。その場の雰囲気に流されて大きな声を出し

てしまうのも自分、周りのことを考え思い留まるのも自分です。 

 自分の行動が、周囲に影響を与えていると想像できるようになる

ことが、大人への第一歩なのかもしれません。 
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